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１．はじめに
　国際生活機能分類（International Classification 
of Functioning， Disability and Health: 以下 ICF と
略す）は，健康関連状況を記述するための標準的な
言語と概念的枠組みを提供することを目的とした分
類である1）．2001 年5 月，WHO 総会において採択
された．ICF を導入することによって，社会参加
の制約となる環境面の問題のみならず，日常生活へ
の支援，二次障害や合併症予防を含めた医療的な支
援などの必要性を総合的にとらえることが可能とな
る．ICF は「心身機能・身体構造」，「活動」，「参加」
から成る【生活機能】，および「環境因子」と「個

国際生活機能分類（ICF）コード検索支援システムの
開発とその活用例

三上史哲＊1　宮崎仁＊2

要　　　　約

　近年，国際生活機能分類（ICF）の意義や活用の重要さは認識されてきたが，構造の複雑さや項目
数の多さ（全1,457項目），用語の難しさ，全体像の理解の難しさなどから，実践的活用までに至って
いないといえる．本研究では ICF の実践的な活用を目指し，その第一歩として適切なコード化を促
す支援システムを作成し，その活用例を示した．支援システムは ICF をインターネットを介して閲
覧，検索可能とするWeb システムとした．ICF検索機能としてはGoogle 検索エンジンのサイト内検
索を利用し，多くのユーザが見慣れた検索結果を得ることが可能となった．さらに，Yahoo 形態素解
析（WebAPI）を利用し，文章による検索を可能とした．類義語に関しては，形態素解析で分割され
たキーワードに対する類語辞典へのリンクを表示し，容易に再検索できるようにした．このシステム
の活用例として，①日本広範小児リハ評価セット，②居宅サービス評価票，③要介護認定調査票，④
重症児チェックリスト，⑤障害程度区分，⑥認知症アセスメント，⑦機能的自立度評価表の各評価項
目を ICF コード化した．全生活機能評価票の分析対象項目は，合計で291件あった．コーディングし
たデータを評価票ごとに集計し，頻度分布図を作成したところ，評価内容が心身機能「b」を中心に
したものと活動・参加「d」を中心にしたものに分かれることが示唆された．そこで，評価票間のコー
ド（質問項目）の類似度をクラスタ分析を用いて確認したところ，日常生活動作を中心に調査を行っ
ている評価票と高齢者を対象とした調査の分類があることが示唆された．新しい評価票を作成した際
に，同様の分析を行えば類似度の高い評価票を確認することができる．この活用例では，既存の評価
票を ICF コード化し，類似の評価票を分類することで，新しい評価票を作成する際により完成度を
高めるための一つの方法を示すことができたと考える．

人因子」から成る【背景因子】によって構成される
（図1）．すなわち，【生活機能】とは「心身機能・
身体構造」，「活動」，「参加」の全てを含む包括用語
である．

原　著

図１　ICF の概念図（生活機能）
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　「心身機能・身体構造」，「活動」，「参加」のいず
れかに困難が発生した状態が【障害】であり，これ
は「機能障害・構造障害」，「活動制限」，「参加制約」
の全てを含む包括用語として用いられている（図2）．

項目間で類似した概念もあり，全項目の概念を適切
に把握することは容易ではない．
　著者らは，実験的に ICF を活用し，その有用性
を示してきたが2-5），膨大な候補から1つのコードを
決定する作業は困難を極め，ICF の実践的な活用に
は，適切なコード化を促す支援システムが必要であ
るとことが示唆された．
　本研究の目的は，ICF コード選択支援システムを
開発し，障害のある人の生活機能の実態把握に貢献
することである．ICF コード検索システムの開発に
加え，その活用例として，既存の生活機能評価票の
評価項目を ICF コード化し，各調査票の特徴を把
握することを目指した．

２．方法
２. １　ICF コード検索支援システムの開発
　まず，本研究で行った作業全体の流れを概説する．
ICF では，人の機能や活動，利用する道具などが大
分類から詳細な分類まで5レベルで1,457項目に分類
され，それぞれの分類項目にコード，タイトル，定
義，含まれるもの，除かれるものが記載されている
（表１）．本研究は，これらの1つ1つの項目を Web
上で検索可能にするために1項目ごとの情報を1つの
html ファイルに記録し，1,457個の html ファイル
を作成した．この html ファイルを Web サーバへ
保存し，Google 検索エンジンを用いて，html ファ
イル内に記載されている文字から該当の分類コード
に辿りつける仕組みの構築を試みた．検索の手続
きや検索結果の表示画面などが Google による Web
検索の形と同様になり，ユーザにとっては，システ
ム特有の使い方を覚える必要がなくなり，また，“歩
く”と“あるく”，“Activity”と“activity”など，
ひらがなと漢字，大文字と小文字などの表記ゆれを
補正しての検索が可能となる利点を考え，Google
検索エンジンを採用した．
　また，検索文字として文章が入力されても検索可
能とするために，形態素解析を用いて入力文章から
キーワードを抽出し，このキーワードを Google 検
索エンジンの検索キーとした．以降，具体的な開発

図２　ICF の概念図（障害）

　ICF はさらに環境因子のリストを含んでおり，こ
れは，以上のすべての構成概念と相互作用するもの
である．なお，個人因子は社会的・文化的に大きな
相違があるために，ICF では分類されていない．
　ICF では，例えば脳性麻痺によって歩行障害が
あっても，車椅子によって日常生活に必要な活動を
行えたり，移動支援制度を利用することによって社
会参加できる状態であれば障害ではなくなる．この
例の場合は車椅子や制度が，活動や参加を促進する
環境因子であり，これらの促進因子がなくなると障
害となってしまう．一方，例えば友人とのトラブル
によって不登校になった場合，それは参加制約であ
り，心身機能に問題がなくとも障害である．この場
合，友人が社会参加を阻害する環境因子となり，友
人関係を改善して阻害因子を無くすことなどによっ
て障害は無くなる．
　このように ICF では，個人の状態を理解し，改
善するための視点として，従来から重視されていた
医学的・教育学的な介入で個人の変化を求める視点
（医学モデル）に加え，環境を変化，改善すること
によって障害を軽減できるという視点（社会モデル）
の双方を重視することが重要であるとされている．
　近年，ICF の意義や活用の重要さは認識されてき
たが，ICF における評価項目は1,457項目あり，各
項目には複雑な概念が含まれているものもあれば，

表１　ICF コード情報の例（b210の例）
コード b210
タイトル 視覚機能
定義 光の存在を感じることと，視覚刺激の形態，大きさ，姿，色調を感じることに関する感覚

機能
含まれるもの 視力，視野，資格の質に関する機能．光覚や色覚，遠景や近景に対する視力，単眼視力や

両眼視力，画像的資格の質に関する機能．機能障害の例としては，近視，遠視，乱視，半盲，
色盲，視野狭窄，中心および周辺の暗点，複視，夜盲，明順応．

除かれるもの 知覚機能（b156）
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環境や方法について記載する．
２. １. １　html ファイルの作成
　本研究に先立ち，全ての ICF コード情報を Excel
形式で事前に電子的に記録した（図3）．この Excel
の ICF コード情報をもとに，1つのコード情報を１
つの html ファイルに表示するプログラム（Excel 
VBA）を作成し，コードをファイル名として1,457
ファイルを作成した．
　Excel から html ファイルを自動生成するプログ
ラムは，作成するコード情報の上位レベルおよび下
位レベルのコード情報へのリンクまで自動生成され
る仕組みとした．例えば，図４に示すb210の例では，
表1に示す要素に加え，上位レベルの b および b2，
さらに下位レベルの b2100，b2101などの情報へリ
ンクできるようにし，現在表示しているコード情報
の周辺情報を閲覧可能になるよう作成した．
２. １. ２　Web サーバ
　本システムは，Web サーバ（独自ドメイン：hi-
kumw.com）を利用し，インターネット上で稼働す
るWeb アプリケーションとして開発を行った．
　このサーバへ ICF 情報を記録した1,457の html
ファイルを保存し（URL：hi-kumw.com/icf/），形
態素解析および Google 検索エンジンで検索可能と
なるよう備えた．例えば，b210の情報へアクセス
したい場合，ブラウザで URL を http://hi-kumw.
com/icf/b210.html とすると b210の情報が出力され
る．
２. １. ３　形態素解析
　形態素解析は，コンピュータ等の計算機を用いた

自然言語処理の基礎技術のひとつであり，日本語文
を形態素（意味のある最小の単位）に分割する技術
である．かな漢字変換等にも応用されている．
　フリーライセンスで形態素解析を行えるソフト
が多く存在するが，本システムでは，Yahoo デベ
ロッパーネットワークによって無料で公開されてい
る WebAPI である日本語形態素解析 API（以下，
「Yahoo 形態素解析」とする）を用いた．これは，
Yahoo 形態素解析が無料であることに加えて，形
態素解析を Web アプリケーション上に容易に実装
可能であるため，本研究に最適であると判断した．
　Yahoo 形態素解析の主要な処理の流れは，Yahoo
形態素解析を利用するサーバから解析したい日本
語文を Yahoo のサーバへ送信（リクエスト）し，
Yahoo サーバからの解析結果を利用サーバが受け
取って処理を進めるという形になる．本研究では
PHP を使用して形態素解析を提供している Yahoo
サーバへ解析してほしい日本語文を送信（リクエス
ト）し，解析結果を受け取った．Yahoo 形態素解
析の動作確認を行えるデモページで，「車椅子で友
達と買い物に行く」を解析対象とした例を図５に示
す．
２. １. ４　Google 検索機能
　検索エンジンは，Web ページで公開されている
情報を蓄えておき，検索エンジンが使用された際
に，その検索キーワードにマッチした情報を検索エ
ンジン会社独自の基準で順番に表示する仕組みで
ある．Google 検索エンジンは，特定のサイト内の
情報のみを検索対象とすることができる．検索サイ

図３　Excel によって記録された ICF コード情報の一部
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図４　Excel VBA によって作成された html ファイル（b210の例）

図５　Yahoo 形態素解析デモページの使用例
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ト Google.com の検索用のテキスト入力部に site: と
いうキーワードを利用すると，指定したサイト内の
検索を行うことが可能となる．例えば，hi-kumw.
com/icf/ のサイト内から「歩く」という単語が含
まれるページを Google 検索エンジンで検索する
場合，検索ボックスに「歩く　site:hi-kumw.com/
icf/」と入力すればよい．
　また，Google 検索ボックスは個人の Web サイト
へ設置することができ，一般ユーザに意識させるこ
となく，特定のサイト内の検索を実行させることが
できる．そこで本研究では Google 検索エンジンの
サイト内検索を利用して ICF コード情報を検索す
ることとした．
　なお，Google はスパイダーと呼ばれるプログラ
ムによって，世界中の Web サイトを閲覧して回っ
ている．この作業をクロールと言い，ページ内の重
要な語句を拾い上げる，他のサイトとの関連性を分
析する，検索結果の元になるデータベースを書き換
えるなどを行っている．したがって，クロールされ
ないサイトはいくら更新しても，Google 検索結果
には反映されない．
　クロールは，基本的にプログラムによって自動的
に行われるが，いくらかの方法で特定のページをク
ロールしてもらえるよう Google へ申請することが
できる．本研究では，Google ウェブマスターツー
ルのFetch as Googleおよびサイトマップによって，
1,457のWeb サイトの申請を行い，全ての ICFコー
ド情報を対象にした検索結果を得られるように配慮
した．
２. １. ５　 Yahoo 形態素解析と Google 検索機能の

連携
　本研究で作成する支援システムは，文章が入力さ
れても対応するために Yahoo 形態素解析と Google
検索機能を組み合わせて ICF コード検索を実現す
る．すなわち，検索したい文章を Yahoo 形態素解
析で単語に分解し，分解した単語を“OR”でつな
げて Google 検索ボックスへ自動的に代入し，サイ
ト内検索を行うようにした．
２. ２　ICF コード検索支援システムの活用例
　ICF コード検索支援システムの使用例として，
障害者や高齢者にとって必要なサービスを把握
するためにすでに活用されている評価票の項目
について，ICF コード検索支援システムを用い
て ICF でコーディングした．ICF コードは最も詳
細なもので6桁までのコードで分類されるが，今
回は4桁の分類（ICF では第2レベルと呼ばれる）
までを行った．なお，ここでは各評価票のこと
を ICF の概念に基づき，生活機能評価票と呼ぶ．

今回は児童から高齢者まで，幅広い年齢領域ある
いは障害類型でも同様の手法で評価項目を整理で
きることを示すため，①日本広範小児リハ評価
セ ッ ト（Japanese Assessment Set of Paediatric 
Extensive Rehabilitation：以下 JASPER と略す）
の社会生活力（青少年版）評価票6），②居宅サービ
ス計画で用いられる評価票7），③要介護認定調査
票8），④重症児チェックリスト9），⑤障害程度区分
10），⑥認知症アセスメント11），⑦機能的自立度評価
表（Functional Independence Measure：以下 FIM
と略す）12）の評価項目を分析対象とした．
　なお，コード化は，WHO の国際分類について知
識のある診療情報管理士合格者である担当者 A お
よび合格見込者（後に合格）である担当者 B の2名
がそれぞれで実施し，相違のあった項目について
は話し合いで1つのコードを決定した．例として，
JASPER 社会生活力（青少年版）評価票の項目と
それに対応する各担当者が決定した ICF コード及
び最終決定したコード一覧を表2に示す．表2の※印
は2名で決定したコードに相違があったものであり，
話し合いの結果，全く別のコードに決定したという
ケースも存在した．
　7つの生活機能評価票の評価項目は，合計で294件
であったが，そのうち3件のみ ICF では分類できな
かった（国際疾病分類で分類可能な項目であった）．
本研究では，これら3件を除く291件の評価項目を分
析対象とした．
　コーディングしたデータは評価票ごとに集計し，
頻度分布図を作成した．その後，評価票間のコード
（評価項目）の類似度を把握するために統計ソフト
（StatFlex6.0）を用いてクラスタ分析を行った．

３．結果
３. １　ICF コード検索支援システムの開発
　図6は ICF コード検索支援システムのトップ画面
で，「車椅子で友人と買い物に行く」を形態素解析
した結果である．図6- ①のテキストエリアに対象者
の状況を文章で入力し，「形態素解析の後にICFコー
ド検索」ボタン（図6- ②）をクリックすると，形態
素解析で得られたキーワードが類語リンクボックス
（図6- ③）および Google 検索ボックス（図6- ④）
に出力される．最後に「ICFコード検索」ボタン（図
6- ⑤）をクリックすると ICF コード検索が実行さ
れ図7の画面に遷移する．なお，形態素解析で返っ
てきた用語について，それぞれの単語の類語検索支
援の仕組みも付け加えた．図6- ④の単語をクリック
すると，オンライン総合辞書「Weblio」の類語辞
書による検索結果が表示されるようにした．これに
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表２　ICF コード化手順の例

より，最初に入力した用語の類語をワンクリックで
検索できるようになり，類語で ICF コードを検索
しなおすことが容易に行えるようになった．
　図7は形態素解析で得られたキーワードを Google
検索エンジンでサイト内検索した結果である．キー
ワードが「車椅子 OR 友人 OR 買い物 OR 行く」
のように分けられて検索されたことが確認できる．
意図しないキーワードで検索されてしまった場合や

類語などの別の表現で再検索したい場合は，検索
ボックスを修正して簡単に再検索することができ
る．この例では「車椅子 OR 友人 OR 買い物」の
ようにキーワードを絞るなどの調整が考えられる．
　図8にコード情報の例として，d6200コードの詳
細情報のページを示す．このページでコードの定義
を確認し，コードの最終決定を行う．上位レベルお
よび下位レベルのコード情報へのリンクは，コード
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図６　ICF コード検索支援システムのトップ画面

図７　ICF コード検索結果

図８　ICF コード情報

分類した頻度分布図である．「b：心身機能」が114件，
「s：身体構造」が5件，「d：活動・参加」が169件，
「e：環境因子」が16件であり，「b：心身機能」と「d：
活動と参加」についての構成要素数が多いことが確
認できる．
　次に，表3は生活機能評価票ごとの構成要素数を
示している．例えば，JASPER は，本研究では社
会生活力（青少年版）評価票を分析対象としている
こともあり，特に活動・参加（82.5%）に注目して
いることが分かる．
　図10から図16は各評価票ごとの ICF コード（第2
レベル）の頻度分布図を示している．横軸は今回分
析対象とした全ての評価票で選択された全ICFコー
ド（69コード）を並べており，その順序は ICF 原
本で出現する順序としている．なお，構成要素のレ
ベルで大半を占める「b：心身機能」と「d：活動
と参加」についての件数と割合も図中に示した．各
評価票ごとの分布の傾向を見ていくと，分布が一部
に偏っているものや分布が広い範囲にばらついてい
るものなどがある．これらの分布が類似しているも
のを分類するためにクラスタ分析を行ったところ，
大きく3つのグループに分類された（図17）．最後に
ICF コード間の関係についても求めた（図18）．ク
ラスタ分析の結果の解釈については考察で述べる．

４．考察
４. １　ICF コード検索支援システムの開発
　本システムは，国際生活機能分類（ICF）のコー
ド情報をデータベースを用いることなく，HTML
形式でインターネットを通して閲覧，検索可能とし
た．これは，Google 検索エンジンや Yahoo 形態素

決定の参考とするために付け加えた．
３. ２　ICF コード検索支援システムの活用例
　分析対象の項目は291件であったが，一つの評価
項目に対して2つの ICF コードが付与されるケース
が数件あったため，ICF コード化できた評価項目は
合計で304件となった．
　図9は，全ての生活機能評価票の項目について，
ICF で最も大まかな分類である構成要素のレベルで
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図９　全体の構成要素数

表３　生活機能評価票ごとの構成要素件数

図10　JASPER 社会生活力（青少年版）評価項目に対応する ICF コードの頻度分布図
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図13　重症児チェックリスト項目に対応する ICF コードの頻度分布図

図12　要介護認定調査項目に対応する ICF コードの頻度分布図

図11　居宅サービス計画で用いられる評価票項目に対応する ICF コードの頻度分布図
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図16　FIM 項目に対応する ICF コードの頻度分布図

図14　障害程度区分項目に対応する ICF コードの頻度分布図

図15　認知症アセスメント項目に対応する ICF コードの頻度分布図
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解析という既存のシステムを利用することで，比
較的容易に検索システムの作成を可能とした．ま
た，Google 検索エンジンの利用により，キーワー
ドの表記ゆれに対応することが可能となり，さらに
Yahoo 形態素解析と連携することにより，文章に
よる検索が可能となった．約1,500項目もある ICF
の項目を手作業でコーディングするのは時間がかか
りすぎるという点と，ミスが発生してしまうという
点から非常に困難であるのに対して，電子ツールを
利用することにより ICF を熟知していないユーザ
でも大量のコードから適切なコードの候補を探し出
せるようになることが期待される．
　一方，Google 検索エンジンは，Google のデータ
ベースに登録されたサイトのみ検索の候補とする．
したがって，もし，本研究で作成した1,457の html
ファイルが1つでもGoogle データベースに登録され
ていない状態になると，正確な情報が得られないこ
とになる．Google のデータベースに登録されてい
るかどうかは，Google ウェブマスターツールを使
用して確認できるが，常にすべてのページが登録さ
れた状態を保つためには一定期間で Google クロー
ルの申請をするなどの対応が必要となる．
４. ２　ICF コード検索支援システムの活用例
　図17を見ると，FIM と認知症アセスメント票は
類似していると分かる．FIM は，日常生活動作を
評価したものであり，認知症アセスメント票も日
常生活における能力に関する内容であることが確

認できる．そして，この2つのグループに近いのが
JASPER である．JASPER は FIM 評価票をもとに
作成されたものとされており，当然の結果ともいえ
る．次に，居宅サービス評価票と要介護認定調査票
は類似していると分かる．そして，この2つに近い
のが障害程度区分評価票である．居宅サービス評価
票と要介護認定調査票はいずれも高齢者を対象とし
た評価票であり，障害程度区分評価票は一部を要介
護認定調査票を参考に作成されたものであるので妥
当な分類であると考える．新しい評価票を作った際，
同様の分析を行えば類似度の高い評価票を確認する
ことができる．類似の評価票を参考にし，よりよい
評価票を完成させるための方法の一つを示すことが
できたと考える．
　次に，図18の結果についての解釈は考察で述べる
とした．このグラフでは ICFコードが並んでおり，
コードの類似性を表しているようにみえるが，本研
究で用いたデータは評価票ごとに各 ICF コードが
出現する回数を用いている．したがって，この結果
は，一つの評価票の中で同時に出現する可能性の
高い ICF コードが分類されている．例えば，b114
と b144は一つの評価票の中で同時に評価されてい
る可能性が高いと解釈できる．本結果は，ある人に
b114の評価をしようと考えた時，同時に b144の評
価を検討したほうがよいかもしれないという示唆を
与えるものである．この活用例では，既存の評価票
を ICF コード化し，類似の評価票や ICF コードを

図17　クラスタ分析による樹形図（生活機能評価票間）
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図18　クラスタ分析による樹形図（ICF コード間）

分類することで，個人の特性把握に有効なチェック
項目決定を支援する一つの方法を示すことができた

と考える．
　また，本研究により，多くの既存の質問項目を
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ICFコード化した．これは視点を変えると ICFコー
ドに対応する具体的な質問項目のサンプル集を作成
したともいうことができ，ICF の一つの問題点の解
消につながると考える．今後，さらに多くの既存の
生活機能評価票の評価項目を ICFコード化し，デー
タベース化することで，ICF コードに対応する評価
項目のサンプル集を作ることができ，ICF 活用の促
進に繋がると考える． 
　今回はシステムの開発とともに活用例を示した
が，これはあくまで活用例であって，システムの正
確な検証を行えたわけではない．つまり，今回，本
システムを用いて ICF コード化した結果は，誰が
コーディングしても同じ結果が得られることは保証
されていない．システムを用いることによって短縮

される時間や一致率の向上等について，根拠をもっ
て示すことが今後の課題である．例えば，採用した
ICF コードの検索ワードとその検索順位を求める等
の方法を検討していきたい．
　しかしながら，検索する言葉の類語を示す機能や，
関連するコードへのアクセス機能などを付加してお
り，一定の意思決定支援ツールとしての役割を果た
せたと考える．

付　　記
　本研究は MEXT 科研費 JP22700265の助成を受
けて実施した．
　本研究の一部は第34回医療情報学連合大会で発表
した．
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Abstract

　A Web server for searching ICF code was built, which aimed to promote effective use of ICF. A search keyword 
can be extracted from text using Yahoo morphological analysis API and Google custom search engine. With the 
search function, it became possible for many users to obtain familiar search results using the in-site search of the 
Google search engine. It was also considered in order to search synonyms easily. In order to show an example of 
the practical use of the ICF code search system, the evaluation criteria (291 items) of seven existing functioning 
evaluations were coded by two health information managers using the ICF code search system and the features 
of each evaluation were investigated. The similarity during functioning evaluations was indicated using the cluster 
analysis which is a statistical analytical method. It was effective to have classified a similar evaluation sheet in order 
to create a better evaluation sheet. The ICF code search system enabled us to code more easily than before.
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